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Light ThrougllPlastic Films  
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E．colihasbeen rcportcd b）・Kul・i†〕ユyaShitobemostcffccti＼▼elykilledbvirl‾adiating  

W汗h ultralrioletlight at260王11／‘．   

The author hve stu〔tic（ipreviously onthctransmittansoffiimsto111travioIctl短ht．  

The results aresurIlmarizedinFig．1and2．  

〔Expelうmentnla！1d Results〕   

E．coliand SaccEu－Om）Tces CereVisiae wc）．eEldopted forthe present stl］dy，alつda】（）t＼r  

PreSSuremerCul■ylamp e‡11it†ingthelighLこItthcwEIVelengthof253．7rnpwasemployed  

as the radiation source．   

1．E．coli  

lrlAqueous suspcnsion of E．colico！1tainedin dishes were directlyirradiated  

With the UVlight of200 pW／cm〕for5，10，20，J1．O and60scconds separatcIY，and  

incubated at37C fori8hours with the cultivation medium added．No colonvformed  

in the dishirradiated for6（）seecollds，indicatiilgihalE．coli＼、raS COmPletely killed by  

this treatment．（Photo．1）  

1－2 The polyethylcnc film（0．065mnl－thick）was p】aced between the E．coli  

suspcnsions alld Lhe UVlamp．The suspension was found to becompletely sterilizcd  

by the60－SCCOndirl・adiation with the UV】ight through thc film．（Photo．2）  

ト3 Wheilthe pol）7s［yrene film was subjectcd to the same cxperiment，failure  

Of the sieI◆iiisation was evidensedl乃∵抽e［ormatioIlOf many colonics．（Poto．3）   

2．Saccharomyces cerevici3e   

When the sil11ilar expel●iment was carl’ied outon SacchElrOmyCeSCel－eviciae．The  

results were fDund，aS Shownin Photo．i～6，  

緒   

紫外線殺菌 紫外線による殺菌についてほカノなりの実験例がすでにあろ．例えば崇拝（栗林サト，  

お茶の水夜学謹話，5，231（昭32））は，250，255，260，265，275，285，295．305，315mノ上 の  
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名妓真の紫外綬に九竃菌E．coliの浮流液を討入した石英毛細管をあて，培養して菌数を調べ，殺  

菌率の曲線を軌∫、てみると，波長260‡n〃に最大伝のあることを認めた．   

市重安のいわゆる殺菌灯ほ波長253．7ⅠIlβを出す低圧水没灯であって，波長が近似しているので，  

この実車に使うことができる．   

フィルムの紫外線透過率 著者らは今までに多数のプラスチック・フイルムについて，近紫外領  

域鉦二おける各泣長の紫外線の透過率を親左し，透過率弛緩蔓描いてきた．それの代表的なものを  

Fig．1～2に挙げる・このうちポリプロピレン，ポリエチレン（高圧法による），曽通セロファン，  

とミリアミド6，ポリビニルアルコールなご：ま波長260m〃をよく通す．しかし普通セロファンはヒ  

ートシールができないし，ポリビニルアルコールはf昆蕩に清けるので，食品包装用として圧用でき  

るものは，ポリプロピレン，ポリエチレンおよジポリアミ ド6になる・波長260ill〟を透さないフ  

ィルムは，ポリスチロール，ポリカーポネートポリエステルなどである．  

220 240 260 280 300 320 340  3GO 380  

WGVelength （m〃）  

Fig．1UV Transmittance of plastic films（1）  
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Fig．2 UV Trans！11ittance of plasl…c柚11S（2）  

実 験 と 結 果  

次の2種類の教生物を使用した．   

大腸菌  Escherichia coli，No．3240（武田薬品工業株式会社より譲受）   

酵 母  Saccharomyces cerev主siae，譲造協会第7号（清酒譲造用）  

1．大 腸 菌   

1－1直接照射（Photo．1）総て無菌箱中での護作である．E．coliを白金譲で食塩1％水  

溶液10cc小にとり，そのうちの1ccをベトリ皿（内径9cm）に移し，直ちに殺菌灯で照射する．  

殺菌灯は15Wのもの．その下25cmのところにべトリ皿を置く．このところの紫外線の強さを照度  

計で測ると約200／‘W／ciがであった．照射時間を5砂，10抄，20砂，40砂，60砂としたものと，  

照射しないものとの各試料に標準憲夫培地（肉エキス4．Og，ペプトン10，Og，ブドウ短1．Og，粉  

末寒天4．Ogを1／の精製水に溶す．pH7．0，これを圧力釜中120「C，20分間加熱滅菌したもの）  
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nonirrad．5seconds lO seconds 20seconds 40seconds 60seconds   

lOccを加えて，放冷凝固させ，370Cの恒温器中に48時間保蔵してから，菌の生育状態を換らべた  

ところ，40秒間照射によってほとんど死滅し，60秒間照射したものは全く菌が生育しなかった．   

1－2 ポリエチレン・フィルムを透しての照射（Photo．2）殺菌灯とベトリ皿との間にポリ  

エチレン・フィルム（厚さ0．065mm）を置いて照射し，同様の処理をしたところ，殺菌効果は僅  

かに劣るが，60秒間照射によって菌は全く生育しなかった．  

（2）大腸菌のポリエチレンフィルムを透しての紫外線殺菌   
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未照射  5 秒   

Photo・2 UV－irradiationonE．coli，throughpolyethylene film．  

nonirrad．5secondslO seconds 20seconds 40seconds 60seconds  
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Photo．3 UV－irradiation on E．coli，through polystrene．  

nonirrad．5seCOnds lO seconds 20seconds 40seconds 60seconds   

l－3 ボリスチロール・フィルムを透しての照射（Photo．3）ポリスチロール・フイルム（厚  

さ0．046mm）を透して照射すると，殺菌効果はほとんどなく，60秒間照射しても，無照射のもの  

と同じ程度に菌の生育が見られた．   

2．酵  母   

2－1直接照射 Sacch．cerevisiaeについても同様の操作で，殺菌灯照射30秒，1分，2分，  

ホ   

2 分  5 分  15 分  

Photo．4 UV－irradiation on Sacch．cerevisiae．  

nonirrad．30seco nds lminute 2minutes 5minutes15minutes  
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5分，15分間と照射しないものとのそれぞれのベトリ皿へ，ブドウ糖ペプトン培地（1Jの精製水  

中ブドウ糖20．Og，酵母エキス2．Og，硫酸マグネシウム0．5g，ペプトン5．Og，リン酸カリウ  

ム1．Og．pH5．7．試験管にその10ccずつを分注して圧力釜中1200C，20分間加熱滅菌）10cc  

（5）酵母のポリエチレンフィルムを透しての彙外線殺菌  

■
 
 

Photo．5 UV－irradiation on Sacch．cerevisiae，through polyethylene film．   

nonirrad．30seconds．1minute 2minutes 5minutes15minutes  

（8）酵母のポリエチレンフィルムを透しての紫外線殺菌  

Photo．6 UV－irradiation on Sacch．cerevisiae，through polystyrene film   

nonirrad．30seconds lmin11te 2min11teS 5minutes15minutes  
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を加えて，放冷凝固後，30こCで48時間保蔵し，その生育状態を検らべた・15分間照射のものは  

菌が全く生育しなかった．  

2－2 ポリエチレン・フィルムを透しての照射 殺菌灯とペトリ皿との間にポリエチレン ・フ  

ィルムを置いて照射したところ，殺菌効果は劣るが，ある程度有効であった．   

2－3 ポリスチロール・フィルムを透しての照射 ポリスチロール・フィルムを透して照射す  

ると，ほとんど殺菌されていなかった．  

結  Fl   

肉眼で見て無色透明なプラスチック・フイルムも220～380m〃の近紫外領域では紫外線透過率に  

大きい差違があり，全域にわたって透明度の高いものもあれば，また短波長のところを全く透さな  

いものもあることが，著者らが各々のフイルムについて，その紫外線透過率を実測して，明らかに  

なった．   

大隠菌と酵母との紫外線殺菌における本実験では，波長260m／上をよく透過するポリエチレン・  

フイルムを光源と菌との問に挿入しても殺菌効果ほほとんど変らず，またこの波長を透さないポリ  

スチロール，フィルムを挿入すると全く殺菌できなかった実験結果は，如実に前掲のフィルムの紫  

外線透過率測定値を確証したことになるわけである．  
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